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 要 旨   
脳では、ストレスに対する反応系が動機付けされた持続的なアルコール使用とその再燃

において重要な役割を果たしている。神経ペプチドであるサブスタンス P やニューロキニ

ン-1 受容体（NK1R）はストレス応答や薬物報酬系に関係している。近年の知見では、NK1R
へのリガンドの結合はマウスのアルコール自己投与を低下させることが示されている。 
本研究では、マウス脳で機能的に発現させた NK1R に対する人工マイクロ RNA

（amiRNA）の効果について検討した。   
マウス脳へ、NK1R を標的とした amiRNA または陰性対照 amiRNA（amiNC）の何れ

かを発現するレンチウイルスを注入した。amiRNA 注入 4 週間後、amiNC を注入したマウ

スと比較して、amiRNA を注入したマウスでは自発的アルコール摂取が減少した。さらに、

amiRNA 注入マウス海馬での NK1R の発現の低下が確認された。 
本研究で示したように、RNA 干渉は特異的な行動関連遺伝子の発現を調節する方法とし

て効果的である。本研究の結果は、アルコール依存症の治療における治療物質として

amiRNA の使用は有効であることを示している。 

 




